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資料４



資源ごみの現状
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75%約25%
資源排出割合(R4重量ベース割合)

役場資源ステーション 各地区ごみステーション

回収日：365日

種類：缶・紙類
ペットボトル

回収日：２回/月

種類：缶・紙類
ペットボトル
びん・
プラスチック
製容器包装びん・プラ容器がなくても全体の1/4



役場資源ステーションがよく利用される
理由は？
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• 近くまで車で持っていける！
• 24時間365日いつでも出せる！

よく利用する理由

コレを活かしつつもっと
利便性を上げたい！

• 家の近くに欲しい！
• 製品プラスチック・びんなどの回収
を増やして欲しい！

もっと便利にするには？



利便性と資源化率を向上するには？
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• 近くまで車で持っていける！
• 24時間365日いつでも出せる！

よく利用する理由

• 家の近くに欲しい！
• 製品プラスチック・びんなどの回収
を増やして欲しい！

もっと便利にするには？

これらを全部考える



（案）資源ごみの拠点回収場所設置
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• 資源ごみを出す機会が増える！
• 近くで資源ごみが出せる！
• 製品プラスチックも近くで出せる！

成功させるには！？

地域のご理解と地域の目

拠点回収場所設置のメリット



（案）資源ごみの拠点回収場所設置
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回収品目：缶・ペットボトル・びん・
製品プラスチック

（＋小型家電、陶磁器等の現在設置のもの）
場所 ：各コミュニティセンター等

回収日 ：案１ 土日にカゴを設置
案２ 常設

回収時間：夜間・早朝以外の時間


